











A Study on Difficulties of Determining Intramuscular Injection Sites in the Buttocks
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位 」 は 拠 点 部 位 が 確 認 し や す く 、 手 技 も 簡 単 で あ る と 報 告 さ れ て い る 力い) 、 施
行 者 の 手 掌 ・ 指 の 大 き さ 、 対 象 者 の 体 格 に よ っ て 特 定 す る 部 位 が ば ら つ く 可
能 性 が あ る" 。 こ の よ う な 問 題 か ら 手 技 や 注 射 部 位 を 誤 っ た 場 合 、 時 と し て 上
殿 神 経 損 傷 や 皮 下 組 織 傷 害 に つ な が る 危 険 性 が あ る と 予 想 さ れ る 。 し か し 、
各 部 位 の 特 定 方 法 に 関 す る 利 点 や 欠 点 に つ い て 、 詳 細 な 検 討 が な さ れ て い な
い の が 現 状 で あ る
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
本 研 究 で は 、 注 射 模 型 を 使 用 し 、 殿 部 筋 肉 内 注 射 部 位 の 特 定 方 法 の 難 易 度 、
指 標 と な る 部 位 の 判 別 ・ 触 知 の わ か り や す さ に つ い て 調 査 し 、 筋 肉 内 注 射 部


































殿裂は1.0 土0.2 、上前腸骨輯は1.5 土0.6 、殿溝は1.5 土0.7 、腸骨稜は




















12 45 度が見た目だと曖昧でわかりにくかった 4
感覚的な動作が多いので、難しい 4
縦横線の交点を見つけるのがわかりにくい 3
二等分線上で3 分の1 をとるのが特定しにくい 1
触知・判別しやすい 5 腸骨稜、殿裂、殿溝が触知・,判別しやすい 4
腸骨稜を見つければ、殿裂や殿溝は触らなくても目測で判別できるのでわかりやすい 1
触知しにくい 3 腸骨稜がわかりにくい 3
授業で経験がある 3 授業で行い、他の2 点よりわかりやすかった 3
手が小さ＜難しい 1 手が小さくで2 等分しにくかった 1









17 3 分の1 の部位をとるのが殿部に丸みがあるので難しい 9
3 分の1 の部位を特定するとき、自分の感覚で判断するのが難しい 5
腸骨辣は見つけられるが、3等分に正確に分けるのが難しい 3





触知しにくい 7 上後腸骨辣がわかりにくい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、． 5
上前腸骨韓と上後腸骨鯨の特定に少し戸惑った 2
触知しやすい 2 上前腸骨辣と上後腸骨韓がとてもわかりやすい 1
探す部位が少なく、腸骨蘇はわかりやすいので特定しやすい 1














触知しやすい 10 大転子が触知しやすい 6
上前腸骨鯨が触知しやすい 4





指が届かない 7 上前腸骨組に指が届かなくて正しい位置に置けているか不安 5
上前腸骨辣に指が届かないと位置が変わってくるのか気になった 1
上前腸骨辣に指が届かず、その方向に向くようにするのが難しい 1
触知しにくい 6 大転子が触知しにくい 5
上前腸骨辣が触知しにくい 1
指を広げにくい 5 指が開きにくく、やりにくかった 3
手掌を殿部に当てたまま、指を広げるのが難しい 2
手技が曖昧である 3 大転子部に手掌の中央をあてるというのが曖昧だった 2
「関節に近い部位」という表現が曖昧である 1
手掌の置き方が難しい 2 手掌の置く部位、置き方が難しく、誤差が生じるのではないか 2
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